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編 集
後 記

　月日の経つのは早いもので、2024年ももう３か月が過ぎました。年度が変わり令和６年度のスタートと
なる今月号では定期異動を始めとし、新たに農協に加わる職員の紹介や、定年となる職員の挨拶を掲載し
ています。今年は５名の新人職員が農協での仕事をスタートします。「研修中」と書かれた名札を見かけ
た場合には、どうぞ温かい気持ちで接して頂ければと思います。
　私も広報誌に携わり３年目がスタートするところです。現在２名体制で作成している広報誌ですが、協

力しあいよりよい広報誌が作成できるよう努めて参りますので、これからもどうぞよろしくお願いします。（長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）

　昭和56年入組以来、ＪＡ職員として過
ごさせて頂き、この度無事に定年を迎え
る事が出来ました。
　勿論、大変なことも沢山ありましたが、
すごく充実した43年間でした。
　これもひとえに、皆様方の温かいご支
援ご協力のお陰だと感謝しております。
　本当に長い間ありがとうございました。

　３月31日をもちまして無事定年を迎えることが
出来ました。
　役職員の皆様には長きに渡りお世話になりまし
た。心より感謝申し上げます。
　いたらぬ私ではございましたが、皆様方のおか
げで大過なく勤めさせていただき喜んでおります。
　退職後は嘱託として微力ながら協力したいと思
いますので、宜しくお願い致します。
　最後に皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ
ます。

　この度、定年を迎える事になりました。
先輩職員や組合員の方々に支えられなが
ら34年間勤務することが出来ました。楽
しい事、苦しい事たくさんありましたが、
私の人生の財産にしたいと思います。
　退職後は畜産農家として頑張っていき
ます。お世話になりました。

　令和６年３月末に定年を迎える事になりました。
　臨時職員時代を含めると37年の長きに渡り大変お世
話になりました。これも偏に組合員、お客様、役職員
の協力があったからだと感謝しています。
　振返ってみますと、幾つかの職種を経験させて頂き
ましたが、ＬＡ時代の通算4年間が一番充実していたよ
うに思います。
　定年後もＪＡに残り微力ではございますが、お役に
立てればと考えています。
　今後の皆様のご健勝とご活躍を祈念いたしましてご
挨拶とさせて頂きます。

　この度、３月末をもちまして定
年退職する事となりました。
　これもひとえに組合員、役職員
の皆様のご協力によるものと感謝
しております。
　長い間ありがとうございました。
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契
約
甘
藷
部
会
は
２
月
22
日
、

（
株
）
福
岡
ソ
ノ
リ
ク
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
が
参
加
し
て
出
荷
反
省

会
を
開
き
、
５
年
産
の
出
荷
実
績

と
６
年
産
の
生
産
計
画
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
５
年
産
甘
藷
は
生
産
戸
数
14
戸

で
９
５
０
㌃
を
栽
培
。
４
月
か
ら

５
月
に
定
植
。
９
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
荷
量
は
、
目
標
の
２
３
８
㌧

に
対
し
１
６
９
㌧
。
10
㌃
当
り
の

収
量
は
、
目
標
の
２
５
０
０
㌕
に

対
し
１
７
８
０
㌕
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
育
状
況
を
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は

「
梅
雨
が
長
引
き
台
風
の
被
害
は

無
か
っ
た
も
の
の
10
月
に
は
高
温

と
少
雨
で
害
虫
の
発
生
が
多
く
、

一
部
の
圃
場
で
は
収
量
が
伸
び
悩

ん
だ
」
と
説
明
。

　
共
に
甘
藷
の
一
大
産
地
化
に
取

り
組
む
福
岡
ソ
ノ
リ
ク
の
園
田
壽

俊
代
表
取
締
役
社
長
は
、「
面
積

拡
大
に
は
耕
作
放
棄
地
を
活
用
す

る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
」
と
し
、

栽
培
方
法
に
つ
い
て
も
「
国
が
慣

行
栽
培
か
ら
有
機
栽
培
重
視
に

な
っ
て
い
る
。
島
の
自
然
を
守
り
、

未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
有

機
栽
培
へ
の
取
組
み
も
重
要
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
甘
藷
の
情
勢
に
つ
い
て
福
岡
ソ

ノ
リ
ク
は
「
各
地
で
栽
培
さ
れ
出

荷
量
も
増
え
て
い
る
中
、
暖
冬
の

影
響
で
販
売
は
低
調
に
推
移
し
て

い
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
産

地
で
は
安
定
し
た
販
売
が
出
来
て

い
る
」
と
分
析
。
今
後
、
東
南
ア

ジ
ア
を
中
心
と
し
た
輸
出
販
売
も

強
化
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
部
会
に
対
し
、
品
質
へ

の
こ
だ
わ
り
や
有
機
栽
培
に
よ
る

特
徴
あ
る
生
産
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
の

商
標
登
録
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
作
り

に
向
け
た
取
組
み
を
呼
び
か
け
、

令
和
６
年
度
は
、
栽
培
面
積
20
㌶
、

生
産
量
５
０
０
㌧
を
目
指
し
て
欲

し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
部
会
で
は
品
質
と
収
量

の
確
保
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

『
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
』
の
対
策

に
現
在
、
ウ
ィ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
を

導
入
し
て
お
り
、
反
省
会
を
前
に

開
か
れ
た
育
苗
講
習
会
で
は
、
苗

を
提
供
す
る
八
江
農
芸
（
株
）
の

担
当
者
か
ら
、
健
全
な
苗
作
り
に

向
け
た
栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
育

苗
管
理
、
定
植
苗
の
採
苗
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
亀
山
光
孝
部
会
長
は
「
新
た
に

甘
藷
の
生
産
に
取
り
組
み
た
い
と

い
う
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、
こ
れ
か

ら
も
助
け
合
い
な
が
ら
楽
し
く

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
部
会
は
、
こ
れ
ま
で
栽
培
し

て
き
た
品
種『
く
り
大
将
』に
加
え
、

新
た
に
『
Ｍ
Ⅴ
１
６
１
』
を
一
部

試
作
す
る
こ
と
に
伴
い
、
２
月
26

日
、
栽
培
講
習
会
を
本
山
支
店
で

開
き
ま
し
た
。

　
Ｍ
Ⅴ
１
６
１
は
、
取
引
先
の
Ｍ

Ⅴ
Ｍ
商
事
（
株
）
が
推
奨
す
る
栗

大
将
と
同
じ
早
生
品
種
で
、
着
果

性
や
肥
大
性
が
良
く
、
果
肉
も
厚

く
ホ
ク
ホ
ク
し
た
食
感
で
強
い
甘

み
が
特
徴
。

　
ま
た
、
収
穫
後
の
日
持
ち
が
悪

い
と
さ
れ
る
早
生
品
種
特
有
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
改
善
さ
れ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ⅴ
Ｍ
商
事
の
担
当
者
は
、「
大

玉
で
収
量
性
に
富
み
、
食
味
も
安

定
し
た
腐
り
に
く
い
Ｍ
Ⅴ
１
６
１

は
、
栽
培
農
家
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
品
種
」
と
説
明
。

国
内
で
最
も
早
く
出
荷
時
期
を
迎

え
る
沖
縄
で
は
、Ｍ
Ⅴ
１
６
１
の

販
売
が
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、

管
内
で
も
、
２
年
前
か
ら
数
軒
の

農
家
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
情
勢
を
担

当
者
は
「
１
月
か
ら
３
月
の
量
販

店
に
は
、
メ
キ
シ
コ
産
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
並

び
、
国
内
産
は
、
沖
縄
に
始
ま
り

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
鹿
児
島
、

宮
崎
、
長
崎
が
続
く
流
れ
」
と
し
、

現
状
は
そ
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
市

場
に
お
け
る
『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
』
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
強
い
も

の
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
は
、Ｍ
Ⅴ
Ｍ
商
事
が

独
自
に
定
め
た
糖
度
12
度
以
上
、

水
分
含
有
率
75
％
以
下
と
い
う
お

い
し
さ
の
基
準
。

　
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
数
値
管

理
し
、
こ
の
基
準
を
満
た
し
た
か

ぼ
ち
ゃ
だ
け
を
『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
』
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
し

て
い
る
の
で
す
。

　
部
会
は
２
年
前
に
『
ほ
め
ら
れ

率
』
で
全
国
１
位
を
獲
得
し
ま
し

た
が
、
昨
年
は
、
悪
天
候
の
影
響

も
あ
っ
て
品
質
が
思
う
よ
う
に
伸

び
ず
順
位
を
落
と
す
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
　

　「
Ｍ
Ⅴ
１
６
１
は
五
島
に
合
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
検
証
も
踏

ま
え
今
後
、
部
会
で
は
勉
強
会

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

品
質
と
単
収
の
向
上
や
新
規
生
産

者
の
サ
ポ
ー
ト
、
部
会
の
団
結
力

の
強
化
を
図
り
、
全
国
ト
ッ
プ
の

ブ
ラ
ン
ド
か
ぼ
ち
ゃ
産
地
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。
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２
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改
善
さ
れ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ⅴ
Ｍ
商
事
の
担
当
者
は
、「
大

玉
で
収
量
性
に
富
み
、
食
味
も
安

定
し
た
腐
り
に
く
い
Ｍ
Ⅴ
１
６
１

は
、
栽
培
農
家
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
品
種
」
と
説
明
。

国
内
で
最
も
早
く
出
荷
時
期
を
迎

え
る
沖
縄
で
は
、Ｍ
Ⅴ
１
６
１
の

販
売
が
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、

管
内
で
も
、
２
年
前
か
ら
数
軒
の

農
家
で
試
験
栽
培
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
現
在
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
情
勢
を
担

当
者
は
「
１
月
か
ら
３
月
の
量
販

店
に
は
、
メ
キ
シ
コ
産
や
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
並

び
、
国
内
産
は
、
沖
縄
に
始
ま
り

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
鹿
児
島
、

宮
崎
、
長
崎
が
続
く
流
れ
」
と
し
、

現
状
は
そ
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
市

場
に
お
け
る
『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
』
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
強
い
も

の
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
は
、Ｍ
Ⅴ
Ｍ
商
事
が

独
自
に
定
め
た
糖
度
12
度
以
上
、

水
分
含
有
率
75
％
以
下
と
い
う
お

い
し
さ
の
基
準
。

　
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
数
値
管

理
し
、
こ
の
基
準
を
満
た
し
た
か

ぼ
ち
ゃ
だ
け
を
『
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
』
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売
し

て
い
る
の
で
す
。

　
部
会
は
２
年
前
に
『
ほ
め
ら
れ

率
』
で
全
国
１
位
を
獲
得
し
ま
し

た
が
、
昨
年
は
、
悪
天
候
の
影
響

も
あ
っ
て
品
質
が
思
う
よ
う
に
伸

び
ず
順
位
を
落
と
す
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
　

　「
Ｍ
Ⅴ
１
６
１
は
五
島
に
合
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
う
検
証
も
踏

ま
え
今
後
、
部
会
で
は
勉
強
会

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
か
ぼ
ち
ゃ
の

品
質
と
単
収
の
向
上
や
新
規
生
産

者
の
サ
ポ
ー
ト
、
部
会
の
団
結
力

の
強
化
を
図
り
、
全
国
ト
ッ
プ
の

ブ
ラ
ン
ド
か
ぼ
ち
ゃ
産
地
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

伊東光広
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畜魂碑を前に犠牲となった家畜へ感謝の言葉を捧げる家永組合長

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
育
苗
施
設
で

は
、
３
月
５
日
か
ら
６
日
間
か

け
て
早
期
水
稲
の
種
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
品
種
は「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」と「
な

つ
ほ
の
か
」
に
加
え
、
も
ち
米

の
「
も
ち
み
の
り
」
で
、
事
前

に
組
合
員
の
方
々
か
ら
注
文
を

頂
い
た
も
の
。
今
年
は
合
わ
せ

て
３
万
４
０
０
０
箱
の
苗
を
育

て
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
日
、
富
江
町
松
尾
地
区

に
あ
る
育
苗
施
設
で
は
、Ｊ
Ａ
の

担
当
職
員
と
施
設
の
従
業
員
に
、

こ
の
春
高
校
を
卒
業
し
た
若
者

た
ち
も
駆
け
つ
け
、
早
朝
か
ら

作
業
を
開
始
。
３
日
間
で
合
わ

せ
て
１
万
４
０
０
０
箱
に
種
が

ま
か
れ
ま
し
た
。

　
種
ま
き
に
は
「
播
種
プ
ラ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
る
水
稲
用
播
種

機
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
械
は
、

苗
箱
へ
の
土
入
れ
か
ら
種
ま
き
、

さ
ら
に
水
を
か
け
土
を
被
せ
る

ま
で
の
一
連
の
作
業
が
一
貫
し

て
行
え
る
も
の
で
す
。

　
種
が
ま
か
れ
、
コ
ン
ベ
ア
を

伝
い
流
れ
て
来
る
苗
箱
を
、
作

業
員
ら
が
次
々
と
ハ
ウ
ス
内
に

並
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
に
は
、
増
田
町
黒

蔵
地
区
に
あ
る
育
苗
施
設
で
も

２
万
箱
の
種
ま
き
が
３
日
間
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
苗
は
種
を
ま
い
て
か
ら
一
か

月
ほ
ど
の
育
苗
期
間
を
経
て
、

田
植
え
が
始
ま
る
４
月
10
日
頃

に
生
産
者
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
期
の
せ
り
市
が

３
月
13
日
と
14
日
、
五
島
家
畜
市

場
で
開
か
れ
、
生
産
者
１
７
５
戸

か
ら
６
４
２
頭
（
子
牛
６
０
１
頭
、

成
牛
41
頭
）
が
上
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
子
牛
の
平
均
価
格
は
、

前
回
と
比
べ
22
・
７
％
高
の
58
万

４
７
５
８
円
と
な
り
１
月
期
か
ら

10
万
８
０
５
４
円
上
げ
ま
し
た
。

　
今
回
、
島
外
か
ら
せ
り
に
参
加

し
た
購
買
者
は
45
組
。
Ｊ
Ａ
が
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
誘
致
活
動
に

応
え
た
５
組
の
購
買
者
が
新
た
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
期
以
来
、
４
期
ぶ
り

に
平
均
価
格
が
50
万
円
を
超
え
る

結
果
に
生
産
者
か
ら
は
「
や
っ
ぱ

り
購
買
者
が
多
い
と
、
せ
り
に
活

気
が
出
る
ね
」
と
喜
ぶ
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
「
価
格
は
上

向
き
ま
し
た
が
、
未
だ
子
牛
の
発

育
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
そ
れ

が
落
札
価
格
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

更
に
飼
養
管
理
を
徹
底
し
て
購
買

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
子
牛

の
上
場
に
努
め
て
頂
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
畜
産
事
業
所
で
３
月
22
日
、
畜

産
農
家
や
精
肉
業
者
、
関
係
機
関

か
ら
20
名
ほ
ど
が
慰
霊
碑
を
前
に

参
列
し
て
畜
魂
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
家
永
組
合
長
が

「
私
た
ち
の
生
活
の
糧
と
し
て
犠

牲
と
な
っ
た
家
畜
の
尊
い
命
に
感

謝
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
五
島
の
畜

産
振
興
に
努
め
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、
参
列
者
と
玉

串
を
捧
げ
、
死
ん
で
い
っ
た
家
畜

た
ち
へ
敬
意
を
も
っ
て
御
霊
を
慰

め
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
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　ハウスびわ部会は3月14日、
出荷目揃い会を本店で開き、令
和6年産の生産概況と出荷計画
について協議しました。
　本年は、生産者9戸で面積
154ａを栽培。収穫は3月上旬
から5月下旬まで続き、11.7㌧
の出荷を見込んでいます。
　昨年の夏から秋にかけて日照
時間が十分に確保できたことで、
びわが実を着ける割合（着房率）
は90％を超え、過去10年の平
均88.4％より良い傾向にあると
のことです。
　部会では、計画に沿った安定
的な出荷のため栽培管理を徹底
して食味の良い長崎びわの出荷
に努めるとしています。
　出席した長崎でじま青果（株）
の担当者は、現在出荷量、単価

ともに昨年を上回っている状況
を説明し、「ハウスびわは高級
食材。傷み果や異物の混入はク
レームにつながり単価に影響す
るため注意してほしい」と述べ、
全農の担当者も「今年も良いび
わを関東、関西市場まで販売促
進に努めたい」と話しました。

　馬場嵜誠部会長は「私達は県
内でも品質・単価の良いびわを
出荷しているが、最近懸念して
いた内部腐敗の事例が起きてい
る」として、目揃い会では、全
員で現物を見ながら選果選別の
際には十分な注意を払う事を確
認しました。

　『産直市場五島がうまい』（以
下、直売所といいます）の出荷
者でつくる出荷協力会は３月８
日、役員会議を開き事業経過及
び来月開催予定の創業祭に向け
て協議しました。
　出荷協力会には、現在540人
が登録。新鮮で安心・安全な作

物を消費者へ届ける「地産地消」
に取り組むことで地元の食を支
えています。
　しかし、平均年齢も60代後半
と高齢化が進み、出席した役員
からは出荷の継続に対する不安
の声も聞かれました。
　この４月で直売所がオープン

13周年を迎えるにあたり、恒例
の創業祭を４月20日と21日に
開催することにしました。
　新鮮な農産物の特売に加え、
景品の抽選会や野外イベントを
企画して、日頃からご愛顧いた
だくお客様をもてなすことにし
ています。

　ＪＡごとうの各支店が１年に
４回以上を目安に発行している
『支店だより』のコンクールが
３月12日、本店で行われ、最優
秀賞に西部支店が輝きました。
　コンクール会場には、管内９
支店が本年度発行した中から選
んだ自信作が２点ずつ貼り出さ

れ、役職員で構成する５人の審
査員によって厳正な審査が行わ
れました。
　今回で10回を数えるコンクー
ル。紙面の構成にも各支店の工
夫や特徴が見られ、質感も年々
上がってきたことで審査員も採
点に苦労している様子。最優秀

賞に輝いた西部支店の作品は、
季節を感じさせる話題や管内の
出来事をこまめに取材して、親
しみのあるイラストや方言を交
えたコメントで表現されていま
す。優秀賞で２位となった三井
楽支店は、惜しくも４連覇には
なりませんでした。

炭疽病菌などの感染が原因とされ、
内部から発症する『びわ果実腐敗』。
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日、役員会議を開き事業経過及
び来月開催予定の創業祭に向け
て協議しました。
　出荷協力会には、現在540人
が登録。新鮮で安心・安全な作

物を消費者へ届ける「地産地消」
に取り組むことで地元の食を支
えています。
　しかし、平均年齢も60代後半
と高齢化が進み、出席した役員
からは出荷の継続に対する不安
の声も聞かれました。
　この４月で直売所がオープン

13周年を迎えるにあたり、恒例
の創業祭を４月20日と21日に
開催することにしました。
　新鮮な農産物の特売に加え、
景品の抽選会や野外イベントを
企画して、日頃からご愛顧いた
だくお客様をもてなすことにし
ています。

　ＪＡごとうの各支店が１年に
４回以上を目安に発行している
『支店だより』のコンクールが
３月12日、本店で行われ、最優
秀賞に西部支店が輝きました。
　コンクール会場には、管内９
支店が本年度発行した中から選
んだ自信作が２点ずつ貼り出さ

れ、役職員で構成する５人の審
査員によって厳正な審査が行わ
れました。
　今回で10回を数えるコンクー
ル。紙面の構成にも各支店の工
夫や特徴が見られ、質感も年々
上がってきたことで審査員も採
点に苦労している様子。最優秀

賞に輝いた西部支店の作品は、
季節を感じさせる話題や管内の
出来事をこまめに取材して、親
しみのあるイラストや方言を交
えたコメントで表現されていま
す。優秀賞で２位となった三井
楽支店は、惜しくも４連覇には
なりませんでした。

炭疽病菌などの感染が原因とされ、
内部から発症する『びわ果実腐敗』。
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　３月２日、五島市中央公園多目的広
場で第５回ＪＡごとう少年ソフト
ボール大会が開催されました。同大会
は、ＪＡ事業の一環として地域社会に
貢献するとともに、子どもたちのス
ポーツ環境づくりと健全育成を基盤
にフェアプレー精神を育むことを目
的として開催されています。

　昨年よりも１チーム増の５チーム
で開催された今大会。雨で一週延期と
なったこともあり、当日は時折雪もち
らつく寒さの中での開催でしたが、児
童らは皆、寒さを感じさせないほど楽
しそうにプレー。どの試合も白熱した
戦いを見せてくれました。
　決勝戦に駒を進めたのは福江ド

リームスと富江ビクトリー。奇しくも
予選第１試合と同カードとなった熱
戦を制したのは投打ともに好調だっ
た福江ドリームス。予選での雪辱を果
たし、４度目の優勝を飾りました。寒
空の下での開催でしたが、児童らの躍
動する姿に大きな応援が飛び、球場は
熱気に包まれる大会となりました。

ＪＡごとう 

 ウクライナ情勢悪化
に伴う原油価格・農業
資材価格等高騰の影響
により価格が高騰した
資材等の購入に必要な
運転資金としてご利用
いただけます。 

 災害対策資金 

 （ウクライナ情勢） 

 

期間：令和６年４月１日（月）～令和７年３月３１日（月） 

災害対策資金（ウクライナ情勢）の商品概要 

借入金額︓1,000万円かつ、所要額以内とします。 
借入期間︓5年以内とします。（据置期間は必要な場合に限り 1年以内とします。） 
返済方法︓元金均等返済とします。 
担保︓原則として、担保は不要です。（必要に応じて設定させていただくことがあ
ります。） 
保証︓原則として、長崎県農業信用基金協会の保証をご利用いただきます。法人の
方は、代表者を連帯保証人とします。 

※詳しくはお近くの支店までお尋ねください。 

借入時に一度お支払いいただきます
が、後日全額返戻されます。 

負担金利 
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令和６年度 定期異動
　　　　　    を発令しました 内示：令和６年３月26日
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新　　　　任 氏　　　名 旧　　　任
所    属 役        職 所    属 役        職

本店畜産部 生産指導課 野口　　楓 本店総務部 総務部付（育休）
生産指導課（嘱託） 田橋　　禎 ※定年再雇用
業務課（准嘱託） 狩浦　哲男 本店畜産部 業務課（嘱託）

　 　 　 　 　
本店直売部 上地区店舗専任部長兼統括店長 吉村　嗣宏 本店直売部 上地区店舗専任部長
　 　 　 　 　
福江支店 次長兼管理金融課長 川上　雄二 崎山支店 管理金融課長　共済兼貸付

管理金融課　貸付（試用） 中里　拓海 ※新採用
管理金融課　貯金（試用） 舛田　未来 ※新採用
管理金融課　共済（嘱託） 入口　音枝 ※定年再雇用
管理金融課　出納（嘱託） 小村　英子 福江支店 管理金融課　出納（よう員）
久賀出張所長（係長） 眞鳥　浩樹 三井楽支店 営農経済課　購買
久賀出張所　購買 大川　一成 本山支店 営農経済課　購買
久賀出張所　出納・購買（パート） 畑田妃佳里 本店金融部 金融課（パート）
大津詰所　大津ＳＳ（臨時） 中村　伸和 富江支店 営農経済課　富江ＳＳ（臨時）

崎山支店 次長兼管理金融課長　共済兼貸付 松本　英樹 福江支店 次長兼管理金融課長
管理金融課　出納（よう員） 吉田しのぶ 富江支店 管理金融課　出納（よう員）
営農経済課　購買（試用） 大座　　彰 ※新採用
営農経済課　崎山ＳＳ（嘱託） 入口　三博 福江支店 大津詰所　大津ＳＳ（嘱託）

　 　 　 　 　
本山支店 管理金融課長　貸付兼共済補助 水請　亮平 本店共済部 共済ＬＡ課長

管理金融課　係長　貯金 今道　留美 本山支店 管理金融課　係長　出納
管理金融課　出納（嘱託） 野口美智子 本山支店 管理金融課　貯金（嘱託）
営農経済課　購買（試用） 坂口　劉法 ※新採用
営農経済課　販売（よう員） 田村　　勇 本店農産園芸部 農産園芸課（よう員）

　 　 　 　 　
富江支店 支店長 川上　新一 三井楽支店 次長兼営農経済課長

管理金融課　出納 入口久美子 崎山支店 管理金融課　共済

三井楽支店 支店長兼管理金融課長 松本喜久男 三井楽支店 支店長
営農経済課長 野原　康弘 三井楽支店 管理金融課長　共済兼貸付
営農経済課　係長 吉田　泰弘 崎山支店 営農経済課　係長
管理金融課　貯金（嘱託） 谷川　祥子 三井楽支店 管理金融課　貯金（よう員）

　 　 　 　 　
西部支店 岐宿出張所長兼購買 浜口　政盛 西部支店 岐宿出張所　調査役　購買

岐宿出張所　係長　共済・出納補助 松坂はる美 西部支店 岐宿出張所　係長　貯金
岐宿出張所　貯金 髙倉佳奈子 崎山支店 管理金融課　出納
岐宿出張所　販売・指導兼購買補助（准嘱託） 川口　政俊 西部支店 営農経済課　販売・指導　西部地区担当（よう員））
玉之浦詰所　購買（准嘱託） 平山　清次 西部支店 玉之浦詰所　購買（よう員）

　 　 　 　 　
上地区営農経済生活センター センター長（専任部長） 寳亀　正浩 上五島支店 北魚目出張所長兼購買

営農経済課　係長 原　　直輝 本店経済部 生活課　主任兼ＳＳ本店店長
営農経済課　係長 山口　俊也 上地区営農経済生活センター 営農経済課
営農経済課　電器（嘱託） 古川　博文 上地区営農経済生活センター 営農経済課　電器（よう員）

上五島支店 次長兼管理金融課長　共済兼貸付 瀧澤　琢哉 上五島支店 管理金融課長　共済
管理金融課　審査役 鉄川　昌美 上五島支店 次長
管理金融課　係長　出納 大瀬良真紀 本店共済部 共済課　係長
管理金融課　貯金 大村　美晴 若松支店 出納・貯金補助
北魚目出張所長（審査役） 吉田　善文 若松支店 支店長
北魚目出張所　共済（よう員） 川崎　知美 上五島支店 管理金融課　出納（よう員）

　 　 　 　 　
若松支店 支店長 野坂　敏行 若松支店 次長（課長待遇）
　 次長（課長待遇）兼共済 脇田　大史 上地区営農経済生活センター 営農経済課長
　 出納・貯金補助 川﨑　礼花 上五島支店 管理金融課　貯金
　 　 　 　 　
有川支店 共済・出納補助 江濱　　恵 有川支店 貯金・購買補助
　 貯金・共済補助 横山めぐみ 有川支店 共済・出納補助
　 購買・出納補助（パート） 山下　睦代 有川支店 出納・貯金補助（パート）

※�令和６年度より、定年再雇用期間終了後も継続勤務している職員、及び、新たに継続勤務する職員については、職員区分を「准嘱託」
として取扱うこととする。
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【令和６年３月31日　付】
定年退職　※ 小田　悟一 本店経済部 坂の上事業所長（専任部長）
定年退職　※ 入口　音枝 本山支店 管理金融課長
定年退職　※ 田村　真吾 本店経済部 部長
定年退職　※ 田橋　　禎 本店畜産部 次長
定年退職 佐藤　信介 西部支店 岐宿出張所長
依願退職 橋口　章吾 上地区営農経済生活センター センター長（専任部長）
依願退職 宮脇　美樹 福江支店 管理金融課　貯金
依願退職 吉本　嘉済 上五島支店 北魚目出張所　共済・貸付（嘱託）
依願退職 榎田　和也 本山支店 営農経済課　販売（よう員）
依願退職 石木　　清 本店総務部 企画管理課（臨時）
依願退職 北川　照男 本店農産園芸部 販売課（臨時）
依願退職 江頭　啓一 西部支店 営農経済課　西部ＳＳ（臨時）
依願退職 川口　恭司 若松支店 共済・購買(臨時）
依願退職 山田　愛子 本店経済部 基幹農機サブセンター（パート）
依願退職 竹内あけみ 本店直売部 直売所（パート）

【令和６年３月31日　発令】
本店審査保全室 債権保全課・マネロン担当（嘱託） 山田美由紀 本店審査保全室 債権保全課（嘱託）

【 令和６年４月１日　発令】
本店総務部 部長兼企画管理課長 橋本　拓哉 本店総務部 部長兼総務課長兼企画管理課長

総務課長 貝原かおり 本店総務部 総務課　係長
総務課　※登用 梅沢　朗子 本店総務部 総務課（臨時）
企画管理課　係長 夏井　克樹 本店総務部 企画管理課　主任（係長待遇）
総務部付（育休） 永尾さとみ 西部支店 岐宿出張所　共済・出納補助

　 　 　 　 　
本店金融部 金融課　係長 中山　一林 本店金融部 金融課

金融課　移動店舗（臨時） 小川須磨子 福江支店 久賀出張所　出納・購買補助（臨時）
　 　 　 　 　
本店共済部 次長兼共済課長兼ＬＡ課長 水請　伸治 本店共済部 次長兼共済課長

共済課　係長 村岡　圭介 本店共済部 共済課　主任
共済課　主任 平山　慎吾 本店共済部 共済課
共済課 橋本紫央梨 福江支店 管理金融課　共済
共済ＬＡ課　調査役 山口　雄輝 福江支店 久賀出張所長（係長）
上地区共済ＬＡ（審査役） 三宅　美喜 本店直売部 上地区店舗次長（統括店長）

本店経済部 部長 貞方　伸一 富江支店 支店長
次長 野原　祐二 本店経済部 次長兼農業資材課長
農業資材課長兼ＪＡグリーン店長 片山　實弘 本店経済部 ＪAグリーン店長（係長）
坂の上事業所長（専任部長）兼燃料課長 入口　昭生 本店経済部 坂の上事業所　次長兼自動車課長
坂の上事業所　自動車課長 古里　洋一 本店経済部 坂の上事業所　自動車課　係長
坂の上事業所　自動車課　調査役 川上　幸治 本店経済部 坂の上事業所　自動車課　係長
坂の上事業所　自動車課（嘱託） 小田　悟一 ※定年再雇用
坂の上事業所　自動車課（准嘱託） 坂口　純孝 本店経済部 坂の上事業所長　自動車課（嘱託）
坂の上事業所　自動車課（嘱託） 野瀬智恵美 本店経済部 坂の上事業所　自動車課（よう員）
坂の上事業所　燃料課（嘱託） 寺内　元樹 本店経済部 坂の上事業所　燃料課（よう員）
ＳＳ本店店長兼下地区統括所長（嘱託） 田村　真吾 ※定年再雇用
ＳＳ本店（臨時） 南　　理恵 ※新採用
ＪＡグリーン配送課（准嘱託） 濱里　秀昭 本店経済部 ＪAグリーン配送課（よう員）
基幹農機センター（准嘱託） 今里日出海 本店経済部 基幹農機センター (嘱託）
基幹農機サブセンター（准嘱託） 橋本　義信 本店経済部 基幹農機サブセンター（嘱託）
基幹農機サブセンター（パート） 大櫛美智子 福江支店 久賀出張所（パート）
油槽所（臨時） 中山久美子 本店直売部 直売所（よう員）

本店農産園芸部 販売課　係長 谷川美智雄 本店農産園芸部 販売課
販売課（臨時） 森山　朝憲 ※新採用
農産園芸課（試用） 山口　雄紀 ※新採用

新　　　　任 氏　　　名 旧　　　任
所    属 役        職 所    属 役        職
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編 集
後 記

　月日の経つのは早いもので、2024年ももう３か月が過ぎました。年度が変わり令和６年度のスタートと
なる今月号では定期異動を始めとし、新たに農協に加わる職員の紹介や、定年となる職員の挨拶を掲載し
ています。今年は５名の新人職員が農協での仕事をスタートします。「研修中」と書かれた名札を見かけ
た場合には、どうぞ温かい気持ちで接して頂ければと思います。
　私も広報誌に携わり３年目がスタートするところです。現在２名体制で作成している広報誌ですが、協

力しあいよりよい広報誌が作成できるよう努めて参りますので、これからもどうぞよろしくお願いします。（長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）

　昭和56年入組以来、ＪＡ職員として過
ごさせて頂き、この度無事に定年を迎え
る事が出来ました。
　勿論、大変なことも沢山ありましたが、
すごく充実した43年間でした。
　これもひとえに、皆様方の温かいご支
援ご協力のお陰だと感謝しております。
　本当に長い間ありがとうございました。

　３月31日をもちまして無事定年を迎えることが
出来ました。
　役職員の皆様には長きに渡りお世話になりまし
た。心より感謝申し上げます。
　いたらぬ私ではございましたが、皆様方のおか
げで大過なく勤めさせていただき喜んでおります。
　退職後は嘱託として微力ながら協力したいと思
いますので、宜しくお願い致します。
　最後に皆様のご健勝とご多幸をお祈り申し上げ
ます。

　この度、定年を迎える事になりました。
先輩職員や組合員の方々に支えられなが
ら34年間勤務することが出来ました。楽
しい事、苦しい事たくさんありましたが、
私の人生の財産にしたいと思います。
　退職後は畜産農家として頑張っていき
ます。お世話になりました。

　令和６年３月末に定年を迎える事になりました。
　臨時職員時代を含めると37年の長きに渡り大変お世
話になりました。これも偏に組合員、お客様、役職員
の協力があったからだと感謝しています。
　振返ってみますと、幾つかの職種を経験させて頂き
ましたが、ＬＡ時代の通算4年間が一番充実していたよ
うに思います。
　定年後もＪＡに残り微力ではございますが、お役に
立てればと考えています。
　今後の皆様のご健勝とご活躍を祈念いたしましてご
挨拶とさせて頂きます。

　この度、３月末をもちまして定
年退職する事となりました。
　これもひとえに組合員、役職員
の皆様のご協力によるものと感謝
しております。
　長い間ありがとうございました。

小田悟一
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